
六
月
二
一
日
、
世
界
遺
産
地
域

科
学
委
員
会
の
下
に
設
置
さ
れ
て

い
る
ヤ
ク
シ
カ
Ｗ
Ｇ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ヤ
ク
シ
カ
被
害
は
、
近

年
で
は
、
農
林
業
被
害
だ
け
で
な

く
世
界
遺
産
地
域
内
の
生
態
系
へ

の
植
生
被
害
も
顕
著
で
、
関
係
機

関
に
よ
り
島
内
各
地
に
お
い
て
有

害
鳥
獣
捕
獲
、
植
生
保
護
柵
の
設

置
と
保
守
、
生
息
調
査
や
植
生
調

査
な
ど
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
等

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
地
域
科
学
委
員
会
に

お
い
て
も
大
き
な
検
討
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
屋
久
島
北
東
部
、
西

部
、
南
部
、
中
央
山
岳
部
な
ど
大

き
な
地
域
毎
に
生
息
密
度
や
被
害

状
況
が
違
い
、
植
生
や
農
林
業
被

害
の
影
響
は
、
依
然
と
し
て
大
き

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
過
去
に
多

数
の
個
体
が
確
認
さ
れ
て
い
た
ラ

ン
類
等
希
少
植
物
種
の
激
減
な

ど
、
危
機
的
状
況
が
広
が
っ
て
い

る
実
態
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
Ｗ
Ｇ
で
は
、
ヤ
ク
シ
カ

対
策
は
、
屋
久
島
全
体
と
し
て
捉

え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
生
態
系

被
害
、
農
林
業
被
害
そ
れ
ぞ
れ
一

体
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
被
害

の
軽
減
方
策
と
し
て
密
度
管
理
は

位
置
づ
け
ら
れ
、
順
応
的
に
管
理

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

が
再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
屋
久
島
森
林
管
理

署
を
は
じ
め
屋
久
島
町
、
猟
友
会

等
関
係
機
関
に
よ
る
有
害
鳥
獣
捕

獲
、
植
生
保
護
柵
の
設
置
な
ど
の

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
、
一
定
の

評
価
を
得
て
い
ま
す
が
、
Ｗ
Ｇ
委

員
の
指
摘
や
今
年
度
策
定
さ
れ
た

特
定
鳥
獣
（
ヤ
ク
シ
カ
）
保
護
管

理
計
画
の
目
標
か
ら
は
、
ほ
ど
遠

い
も
の
で
す
。

Ｗ
Ｇ
で
の
意
見
を
列
記
す
る

と
、
①
一
部
地
域
で
の
継
続
捕
獲

は
希
望
が
持
て
る
成
果
。
②
屋
久

島
で
の
糞
粒
調
査
法
の
確
立
が
急

務
。
③
植
生
垂
直
分
布
地
域
を
有

す
る
西
部
で
集
中
的
に
捕
獲
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
。
逆
に
、
④
西

部
で
の
捕
獲
は
他
の
地
域
で
の
成

功
事
例
を
作
り
、
そ
れ
か
ら
取
り

か
か
る
べ
き
。
⑤
中
央
山
岳
部
も

手
を
掛
け
る
必
要
が
あ
る
。
⑥
西

部
な
ど
シ
カ
害
に
よ
る
土
壌
流
亡

は
生
活
保
全
の
観
点
か
ら
重
要
。

⑦
愛
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
宮
之
浦

地
域
等
モ
デ
ル
的
成
功
例
が
必

要
。
⑧
西
部
は
、
試
行
的
捕
獲
を

検
討
。
⑨
シ
カ
の
有
効
利
用
は
島

全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
課
題
な

ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
国
有
林
内
の
シ
カ
対
策

は
、
他
機
関
も
含
め
、
植
生
保
護

柵
設
置
、
植
生
調
査
等
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
二
二
年
度

以
降
の
本
格
的
有
害
鳥
獣
捕
獲

は
、
殆
ど
林
野
庁
単
独
実
施
の
実

態
に
あ
り
、
業
務
の
比
重
が
年
々

増
し
て
お
り
、
単
独
実
行
に
限
界

が
あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
、
従
来
の
手
法
や
実

行
領
域
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
組
織
と
区
域
を
越
え
、
関
係

機
関
が
連
携
し
た
取
り
組
み
が
一

層
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

六
月
一
四
日
、
一
湊
中
学
校
に

お
い
て
理
化
学
研
究
所
と
共
同
で

し
ろ
あ
り
ん
エ
コ
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。
シ
ロ
ア
リ
は
、
熱
帯
を

中
心
に
世
界
に
分
布
し
て
い
ま

す
。
ア
リ
の
仲
間
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
分
類
学
的
に
は
ゴ
キ
ブ

リ
に
近
い
仲
間
で
、
熱
帯
に
お
い

て
は
分
解
者
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
動

物
に
と
っ
て
利
用
が
困
難
と
い
わ

れ
て
い
る
枯
死
植
物
体
を
シ
ロ
ア

リ
が
利
用
で
き
る
の
は
な
ぜ
で
し

ょ
う
か
？
そ
の
答
え
は
シ
ロ
ア
リ

と
原
生
生
物
と
の
「
共
生
」
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
多
く
が
シ
ロ
ア
リ

腸
内
に
共
生
し
、
さ
ら
に
そ
の
原

生
生
物
に
バ
ク
テ
リ
ア
が
共
生
す

る
入
れ
子
の
よ
う
な
構
造
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
共
生
関
係
に
よ
っ

て
シ
ロ
ア
リ
は
植
物
の
主
成
分
で

あ
る
セ
ル
ロ
ー
ス
を
高
い
効
率
で

分
解
で
き
る
の
で
す
。
近
年
で
は
、

こ
の
シ
ロ
ア
リ
の
能
力
を
生
か
し

て
木
質
資
源
か
ら
バ
イ
オ
エ
タ
ノ

ー
ル
を
製
造
す
る
研
究
が
理
化
学

研
究
所
の
木
原
研
究
員
ら
に
よ
っ

て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
技

術
が
実
用
化
す
れ
ば
、
木
材
需
要

が
伸
び
悩
む
林
業
界
や
地
球
温
暖

化
防
止
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

九
州
（
屋
久
島
・
種
子
島
以

南
）
、
沖
縄
、
小
笠
原
に
分
布
す

る
常
緑
小
高
木
で
海
岸
の
砂
地

に
生
育
。
葉
は
互
生
し
円
心
形

で
、
基
部
は
深
く
湾
入
す
る
。

枝
先
の
葉
腋
に
、
直
径
約
一
〇

㌢
で
黄
色
く
中
央
部
は
暗
紫
色

の
花
を
付
け
る
。

花
期
六
～
八
月
。

屋久島西部の植生垂直分布調査
（平成２１年度調査）

**標高800mプロットの植生
本プロット付近にはヤクタネゴヨウの大木が出現している｡局所地形

は山腹中部の尾根から北側の小沢にかけての平衡斜面であり､平均
斜面方位は北北西向き｡国割岳西側斜面では､標高800-1300m付近
にかけてスギの生育が見られ､標高1050-1150m間にスギ大径木の群
落が見られる｡本プロット付近にはスギの生育は見られないが､プロット
下部には古い切株があり､江戸時代には伐採が行われていたことを物
語っている｡[高木層]イスノキが最多､次いでマテバシイ･シキミ･クロバ
イも多い｡個体数は少ないがアカガシ･オニクロキ･サザンカ等も生育｡
植被率は高い｡[亜高木層]タイミンタチバナ･シキミ･サクラツツジが多
く､イスノキ･マテバシイ･アカガシ･イヌガシ等も生育｡[低木層]タイミンタ
チバナが最多､ヒサカキ･サクラツツジ･サザンカが混生｡個体数は少な
いがカクレミノ･バリバリノキ･ミミズバイ等も出現｡[草本層］イスノキ･シキ
ミ･クロバイ･アカガシ･タイミンタチバナ･イヌガシ･ヒサカキ･ハイノキの稚
樹等が生育｡シダ植物では､ヨゴレイタチシダ･カツモウイノデ･ホコザキ
ベニシダ･ヘラシダ･タカサゴキジノオ･ヒトツバ･ホソバコケシノブが出
現｡植被率は低い｡[群集および特徴的な出現樹種]イスノキ－タイミン
タチバナ群集と認められ､標徴種はオニクロキ･ミミズバイ･カクレミノ｡[前
回(平成16年度)との比較]高木層優占種のイスノキの樹高が成長した
が､優占種や植被率の変化はみられない｡前回亜高木層だったイスノ
キ･マテバシイ･シキミ･クロバイ等の一部が高木層へ､前回低木層だっ
たタイミンタチバナ･シキミ･サカキなどの一部が亜高木層へと移行｡前
回の草本層から今回の低木層へと移行した樹種や本数は少なかった｡
一方､前回亜高木層だったサクラツツジやヒサカキ､前回低木層だった
ヒサカキやヤブツバキ､イヌガシ等の樹種の一部が､高木･亜高木層の
成長に伴う被圧により枯死。なおこの標高から､下層植生の構成種に
ヤクシカの嗜好種が比較的少ない。
※№206,207号の表題屋久島南部は屋久島西部の誤りでした。
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催
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ヤクシカＷＧ会議

一
湊
中
学
校
で
し
ろ
あ
り
ん

エ

コ

教

室

を

開

催

一湊中学校でのエコ教室



【屋久島自然休養林の入場者数の推移】

『洋上アルプス№２０８号裏面』屋久島森林環境保全センター

《
最
速
の
鳥

ア
マ
ツ
バ
メ

》

日
本
に
は
夏
鳥
と
し
て
、
東
南
ア
ジ

ア
や
オ
セ
ア
ニ
ア
か
ら
渡
っ
て
く
る
ア

マ
ツ
バ
メ
。
屋
久
島
に
も
春
か
ら
秋
に

か
け
て
渡
来
し
、
集
落
や
海
岸
線
を
含

む
平
野
部
で
も
、
上
空
を
飛
翔
す
る
姿

を
見
か
け
ま
す
。
ま
た
、
山
の
尾
根
筋

で
は
同
じ
高
さ
に
立
っ
て
、
間
近
に
観

察
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

名
前
に
「
ツ
バ
メ
」
と
付
き
ま
す

が
、
人
家
に
巣
を
作
る
ツ
バ
メ
と
は
遠

縁
な
関
係
で
、
天
候
が
く
ず
れ
る
時
に

よ
く
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
（
餌
と
な
る

虫
を
追
っ
て
低
空
を
飛
ぶ
た
め
）
、
こ

の
名
が
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

ア
マ
ツ
バ
メ
の
仲
間
は
、
水
平
飛

行
に
お
い
て
最
も
速
く
飛
ぶ
こ
と
が
で

き
る
鳥
と
言
わ
れ
、
空
中
を
自
由
自
在

に
飛
び
回
る
姿
は
と
て
も
優
美
で
す
。

山
頂
な
ど
の
静
か
な
場
所
で
出
会
え
た

な
ら
、
風
を
切
り
裂
い
て
飛
ぶ
音
が
、

は
っ
き
り
と
聞
き
取
れ
る
は
ず
で
す
。

アマツバメ ： Apus pacificus
巣作りや子育て以外、睡眠や交尾を含む
ほとんどの生活時間を空中で過ごす。

屋

久

島

の

野

鳥

１．荒川地区（ヤクスギランド） 21年度 22年度 23年度

4月 8,754 8,202 5,489
5月 9,135 12,855 7,807
6月 5,476 7,852 6,131
7月 9,857 8,876 9,271
8月 9,182 10,081 10,134
9月 7,391 8,427 7,189
10月 8,031 7,681 10,340
11月 7,724 7,889 8,421
12月 3,961 3,337 3,329
1月 3,163 842 2,523
2月 5,021 3,597 4,178
3月 7,154 6,615 6,556
合計 84,849 86,254 81,368

２．白谷地区（白谷雲水峡） 21年度 22年度 23年度

4月 9,666 7,925 6,829
5月 13,540 13,108 12,321
6月 7,547 6,323 7,296
7月 14,733 11,248 12,418
8月 15,928 15,853 16,104
9月 12,988 13,707 11,951
10月 10,634 9,492 11,625
11月 8,425 8,496 8,808
12月 3,664 3,064 3,850
1月 2,509 1,763 2,446
2月 3,214 2,362 3,600
3月 8,993 7,377 8,447
合計 111,841 100,718 105,695

３．年度別入場者数 ヤクスギランド 白谷雲水峡

14年度 104,524 64,183
15年度 116,020 75,124
16年度 103,745 77,900
17年度 94,396 82,745
18年度 100,186 99,047
19年度 105,514 112,689
20年度 104,712 117,776
21年度 84,849 111,841
22年度 86,254 100,718
23年度 81,368 105,695
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